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第 １ ８ － ０ １ １ 号 

     ２０１８年 ７月３１日 

 ２０１９年３月期 第１四半期決算について 

ＡＮＡホールディングス㈱は、７月３１日（火）、２０１９年３月期 第１四半期決算を取りまとめました。詳細は「２０１９

年３月期 第１四半期決算短信」をご参照ください。 

 

１．２０１９年３月期 第１四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（1）概況 

 当第１四半期のわが国経済は、企業収益及び雇用環境の改善が続く中、個人消費の持ち直しが見られる等、景

気は緩やかに回復しました。先行きについては、通商問題の動向が世界経済に与える影響や海外景気の下振

れ等、景気を下押しするリスクが懸念されるものの、雇用・所得環境の改善や各種政策の効果等もあり、緩やか

な回復が続くことが期待されています。 

 旺盛な需要に支えられ、国際線旅客、国際線貨物が好調に推移したこと等により、航空事業の売上高は前年同

期を上回りました。一方で、「安全・品質サービス」や「人」に対する費用に加え、燃油価格の上昇による燃油費増

加等により、営業利益は前年同期を下回りました。 

 経済産業省と東京証券取引所から、積極的に ITの活用に取り組んでいる企業として「攻めの IT経営銘柄２０１８」

に選定されました。 

 

これらの結果、航空事業を中心に増収となったことから売上高は４，８４８億円となりましたが、営業費用の増加

により、営業利益は２００億円、経常利益は１９４億円となりました。また、前期に Peach・Aviation㈱を連結子会社

としたことによる特別利益等があったため、親会社株主に帰属する四半期純利益は１６１億円に減尐しました。 

 

単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
２０１９年３月期 
第１四半期 

２０１８年３月期 
第１四半期 

増減 増減率(%) 

売 上 高 ４，８４８ ４，５１７ ３３１ ７．３ 

営 業 費 用 ４，６４８ ４，２６２ ３８５ ９．０ 

営 業 損 益 ２００ ２５４ ▲５３ ▲２１．１ 

営 業 外 損 益 ▲６ ▲６ ０ ――― 

経 常 損 益 １９４ ２４７ ▲５３ ▲２１．６ 

特 別 損 益 ０ ３５５ ▲３５５ ▲１００．０ 

親会社株主に帰属する 
四 半 期 純 損 益 

１６１ ５１０ ▲３４９ ▲６８．５ 

    

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【セグメント情報】 

２０１９年３月期 
第１四半期 

２０１８年３月期 
第１四半期 

増減 

売上高 営業損益 売上高 営業損益 売上高 営業損益 

航 空 事 業 ４，２６４ １８３ ３，９６８ ２３１ ２９５ ▲４８ 

航空関連事業 ６９９ ４２ ６５８ ４２ ４１ ▲０ 

旅 行 事 業 ３６０ ▲０ ３６３ ６ ▲２ ▲７ 

商 社 事 業 ３６９ ７ ３３５ ９ ３３ ▲２ 

そ の 他 ９３ ６ ８８ ５ ５ ０ 
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（2）航空事業 

①国内線旅客 

 堅調なビジネス需要と訪日旅客の国内移動需要を取り込むとともに、需要に応じた各種割引運賃を設定したこと

等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

 路線ネットワークでは、サマーダイヤから通年運航となっている中部＝宮古線、福岡＝石垣線に加え、６月から

福岡＝宮古線を再開し、日本各地から石垣島、宮古島への直行便を拡大する等、需要の取り込みを図りました。 

 営業・サービス面では、４月から機内 Wi-Fi サービスの無料提供を開始するとともに、エンターテイメントコンテン

ツを１００以上に増加させ、機内サービスの充実を図りました。また、６月より福岡空港に自動手荷物預け機

「ANA Baggage Drop」を国内３空港目として導入した他、すべてのお客様により安心・快適にご利用いただける

「ユニバーサルなサービス」の充実を目的に、中・大型機に設置していた車いす用化粧室を、一部を除いた小型

機にも標準装備する等、フルサービスキャリアとして利便性と快適性の向上に努めました。 

 

結果として、国内線旅客収入は２２億円の増収（前年同期比１．５％増）となりました。 

 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
２０１９年３月期 

第１四半期 

２０１８年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，５６８ １，５４６ ２２ １．５ 

旅客数（千人） １０，６６８ １０，３５３ ３１５ ３．０ 

座席キロ（百万） １４，５５１ １４，４１０ １４０ １．０ 

旅客キロ（百万） ９，６６９ ９，２９６ ３７２ ４．０ 

利用率（％） ６６．４ ６４．５ １．９pt ――― 

 

 

 ②国際線旅客 

 国際線旅客は、日本発ビジネス需要が好調に推移していることに加え、中国やアジア各国からの旺盛な訪日需

要を取り込んだこと等により、旅客数・収入ともに前年同期を上回りました。 

 路線ネットワークでは、６月から羽田＝バンコク線を１日３便へ増便し、成田＝バンコク線と合わせて１日合計５便

の運航とする等、首都圏発着のビジネス・プレジャー需要の取り込みを強化しました。 

 営業・サービス面では、世界トップレベルの「ユニバーサルなサービス」を提供するため、狭い機内でも移動や回

転がしやすく、より座り心地の良い機内用新型車いすを配備する等、すべてのお客様に、より安心・快適に飛行

機をご利用いただける環境づくりに努めました。 

 

結果として、国際線旅客収入は１６７億円の増収（前年同期比１２．０％増）となりました。 

 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
２０１９年３月期 

第１四半期 

２０１８年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，５６２ １，３９４ １６７ １２．０ 

旅客数（千人） ２，５０９ ２，２４６ ２６２ １１．７ 

座席キロ（百万） １６，６０８ １５，７５９ ８４８ ５．４ 

旅客キロ（百万） １２，５０９ １１，６０８ ９００ ７．８ 

利用率（％） ７５．３ ７３．７ １．７pt ――― 
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③貨物 

 国際線貨物では、北米・欧州向けの自動車関連部品を中心とした旺盛な貨物需要を背景に、日本発海外向けは

好調に推移しました。海外発においても、自動車関連部品や電子部品等の日本向け貨物が堅調に推移したこと

に加え、主にアメリカンチェリーを輸送するために、北米発のエアラインチャーター（他社機材を使用した貨物チャ

ーター便）を活用する等、需要の取り込みに努めました。 

 

結果として、国内貨物収入は１億円の減収（前年同期比２．４％減）、国際貨物収入は５１億円の増収 

（同１９．０％増）となりました。                       

       （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
２０１９年３月期 

第１四半期 

２０１８年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

国

内

線 

貨物収入（億円） ７０ ７２ ▲１ ▲２．４ 

輸送重量（千トン） ９６ １０１ ▲５ ▲５．３ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） １００ １０４ ▲４ ▲４．４ 

国

際

線 

貨物収入（億円） ３２０ ２６８ ５１ １９．０ 

輸送重量（千トン） ２４５ ２４３ ２ ０．９ 

有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万） １，１３４ １，０９８ ３６ ３．３ 

 

④ＬＣＣ 

 ＬＣＣでは、旺盛な訪日需要を取り込んだこと等により、旅客数、収入ともに前年同期を上回りました。 

 路線ネットワークでは、Peach・Aviation㈱が４月から沖縄＝高雄線を新規開設し、ネットワークの拡充を図りまし

た。 

 営業面では、更なる訪日旅客増加を目的に、国内就航都市の魅力を発信する特設サイトを開設しました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【ＬＣＣ】 
２０１９年３月期 

第１四半期 

２０１８年３月期 

第１四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ２１１ １９３ １７ ９．２ 

旅客数（千人） １，９９７ １，８３７ １５９ ８．７ 

座席キロ（百万） ２，９４７ ２，８３２ １１４ ４．１ 

旅客キロ（百万） ２，５４７ ２，４１８ １２９ ５．３ 

利用率（％） ８６．４ ８５．４ １．０pt ――― 

 

⑤その他 

 航空事業におけるその他の収入は５０７億円（前年同期４７０億円、前年同期比７．８％増）となりました。なお、本

項目には、マイレージ附帯収入、機内販売収入、整備受託収入等が含まれています。 

 

（3）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 

 航空関連事業では、関西空港、福岡空港における旅客の搭乗受付や手荷物搭載等の空港地上支援業務の受

託が増加したこと等により、売上高は６９９億円（前年同期比６．３％増）、営業利益は４２億円（同１．１％減）とな

りました。 

 旅行事業では、国内旅行は、「ANA スカイホリデー」において、沖縄方面を中心に集客が伸び悩んだこと等から、

売上高は前年同期を下回りました。海外旅行は、「ANA ハローツアー」において、重点的に販売を強化している

ハワイに加え、欧州の添乗員同行商品の集客が好調に推移したこと等から、売上高は前年同期を上回りました。

また、新しく導入した旅行システムの費用増加により、営業利益は前年同期を下回り営業損失となりました。これ

らの結果、売上高は３６０億円（前年同期比０．７％減）、営業損失は０億円（前年同期 営業利益６億円）となりま

した。 
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 商社事業では、空港免税店「ANA DUTY FREE SHOP」や空港物販店「ANA FESTA」を中心としたリテール部門に

おいて、国際線旅客数の増加や商品の充実等により増収となった結果、商社事業の売上高は３６９億円（前年同

期比１０．１％増）となりましたが、航空・電子部門や生活産業部門の利益が減尐したこと等が影響し、営業利益

は７億円（同２６．３％減）となりました。 

 その他では、不動産関連事業や航空保安警備事業が堅調に推移したこと等により、売上高は９３億円（前年同期

比６．１％増）、営業利益は６億円（同４．５％増）となりました。 

 

（4）連結財政状態                        （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て）                                        

【連結財政状態】 
２０１９年３月期 

第１四半期 
２０１８年３月期 増減 

総資産（億円） ２５，９４２ ２５，６２４ ３１７ 

負債（億円） １５，７９８ １５，６１９ １７９ 

純資産（億円） １０，１４３ １０，００５ １３８ 

自己資本（億円）  （注１） １０，０５３ ９，８８６ １６７ 

自己資本比率（％） ３８．８ ３８．６ ０．２pt 

有利子負債残高（億円） （注２） ８，２３４ ７，９８３ ２５０ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３） ０．８ ０．８ ０ 

注１：自己資本は純資産合計から非支配株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／Eレシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（5）連結キャッシュ・フロー                            単位：億円（単位未満は切り捨て）         

【連結キャッシュ・フローなど】 
２０１９年３月期 

第１四半期 

２０１８年３月期 

第１四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー ８１０ ９５６ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲６０９ ▲１，２０４ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲１０５ ▲７２ 

現金および現金同等物期末残高  ２，８０３ ２，７６６ 

減価償却費 ３７６ ３６６ 

 

２．２０１９年３月期の見通し 

 当第１四半期の業績につきましては、２０１８年４月２７日に発表した連結業績の見通しどおりに概ね推移しており

ます。 

 

以上により、２０１９年３月期の連結業績見通しの見直しは行いません。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【２０１９年３月期見通し（連結業績）】 予想 
前期実績 

（２０１８年３月期） 
増減 

売 上 高 ２０，４００ １９，７１７ ６８２ 

営 業 利 益 １，６５０ １，６４５ ４ 

経 常 利 益 １，５８０ １，６０６ ▲２６ 

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 

当 期 純 利 益 
１，０２０ １，４３８ ▲４１８ 

 以 上 


